
けてインフラを見直すプロジェクトがスタートしました。
　「ダウンサイジングにより業務単位でシステムを導入してきたことに
より、リソースの有効活用の面で大きな課題がありました。各サー
バがピーク時を想定した設計のため、リソースの利用率に波があり、
その一方で新規システム構築の際にはサーバを追加するしかないと
いった状況でした。さらに、業務量の増大に伴い、DB サーバの性
能不足の解消も急務となっていました」と、情報企画部 IT 調達室
長 服部正憲氏は当時を振り返ります。

　「システム全体でリソースの有効活用をはかり、平準化を実現し
たい。そのために、サーバ統合や仮想化により、ハードにとらわ
れない柔軟性や拡張性をそなえたインフラの構築を目指しました。
また、無駄を極力排除し、トータルコストの削減に貢献することも
必須でした」と、服部氏は目的を語ります。また、これからのあ
るべきシステムを考える上で開発環境の整備も重要なテーマでし
た。「業務ごとにシステムを導入していたため、開発時期の違いに
よりソフトのバージョンが異なるなど、運用管理の複雑化も深刻で
した。将来的なクラウドコンピューティングを見据え、運用環境や
OS などインフラの標準化を進めていきたいということも、今回の
目的の 1 つでした」と、情報企画部 コンサルタント室 課長 井上
良悟氏は説明を加えます。 
　また、基幹システムの移行であるため、既存資産の継承は必要
条件でした。同社のさまざまなニーズに応えるシステムとして選択

大成建設株式会社 様
サーバ統合、仮想化により、
リソースの有効活用、トータルコストの大幅な削減を実現

ハードウェア UNIX サーバ SPARC EnterpriseTM M8000, M4000, T5220
ストレージ ETERNUS4000, ファイバチャネルスイッチETERNUS SN200, テープライブラリETERNUS LT270

課　
　

題

■ サーバを統合して、リソースの有効活用を実現したい。

■ 性能や信頼性の向上をはかりたい。

■ Solaris 8から Solaris 10へ、スムーズに移行したい。

効　
　

果

■ AP サーバに SPARC Enterprise T5220 を導入し、Solaris コンテ
ナを活用してサーバを統合。リソースの有効活用を実現するととも
に、サーバ台数も 32 台から 9 台に大幅削減。

■ DB サーバにSPARC Enterprise M8000を導入し、性能、信頼性が
大幅に向上。またクラスタ構成にすることでより高い可用性も実現。

■ Solaris の互換性によりスムーズな移行を実現。また、移行に時間を
要する資産は、Solaris 8/9 Containers により、アプリケーションに
手を加えることなく、最新ハードウェアで動作可能に。将来に向け
た検討期間を確保。

「サーバ統合、仮想化により、リソースの有効活用やトータルコストの削減を実現し、既存資産を
スムーズに移行する。そのためには、Solaris コンテナによる仮想化、Solaris の互換性、Solaris 
8/9 Containers の活用がポイントになりました。また、DB サーバでは、レスポンスの向上や業
務継続性の観点から、高性能、高信頼性を重視しました」
国内総合建設業大手 5 社の 1 つ、大成建設株式会社（以下、大成建設）。同社は、ハードウェアの更新に伴い、サーバ統合と仮想化によるリソ
ースの有効活用、トータルコストの削減を目的に基幹システムを刷新。既存の Solaris 資産を継承しつつ、サーバ統合を実現するために、新基
幹システムの中核に採用されたのが SPARC Enterprise です。Solaris コンテナを活用したサーバ統合により、AP サーバの台数を従来の 3 分の
1 に削減。リソースの有効活用も実現できました。Solaris の互換性と Solaris 8/9 Containers の活用により移行もスムーズに。また、DB サーバ
の性能、信頼性も大幅に向上しました。

　社会基盤を支えることから、文化や価値創造など未来を生み出
していく事業を手がける大成建設。総合建設業の大手 5 社の 1 つ
である同社は、キャッチフレーズ「地図に残る仕事。」で表現され
ているように、国内外の地図に豊かな足跡を刻み続けています。「人
がいきいきとする環境を創造する」という企業理念のもと、戸建住
宅からオフィスビル、レジャー施設、空港などさまざまな建造物を
建設。またエコロジー、都市開発など幅広い分野で事業を展開し
ています。
　近年、トルコ共和国におけるボスポラス海峡横断鉄道トンネル
建設工事をはじめ、海外事業の比率も高く、グローバル企業と

して進化をつづけています。また激
しく変化する経営環境の中、同社
が注力しているテーマが「TAISEI 
QUALITY」です。すべての事業
の基本となる品質の徹底追求をは
かり、お客様満足度のさらなる向上
を目指しています。長年にわたり、
日本の建設業を牽引してきた同社
は、IT への取り組みも積極的です。
2003 年にはダウンサイジングを実施
しオープンシステムへ移行。2007 年
の秋には既存基幹システムの更新に
伴い、部分最適から全体最適にむ

グローバルな総合建設業としてさらなる飛躍へ

導入の背景

クラウドコンピューティングも見据えたシステム選択

導入のポイント

ソフトウェア PRIMECLUSTER, Interstage, DB2, Oracle Database, WebLogic

業　　種 建設業

大成建設株式会社
社長室　情報企画部
IT 調達室長
服部 正憲 氏



　「DB サーバでは性能、信頼性、そして可用性も大きく向上しまし
た。また、AP サーバでは従来の 3 分の 1と台数を大幅に削減でき
ました。ラックの数も半分近くに減少し、データセンターの利用料の
抑制や電力削減（CO2 削減）など、運用管理面でのコスト効果もあ
らわれています。また、将来的にシステムの拡張が必要になった場
合も、サーバを増設することなく、仮想環境の追加で容易に対応可
能になりました」（服部氏）。
　Solaris コンテナの活用では、リソースの有効活用はもとより、
開発環境の迅速かつ容易な構築も大きなメリットとなっています。

「Solaris コンテナにより、業務の負荷変動に応じて、CPU やメモ
リなどのリソースの柔軟な活用も実現できました。また、Solaris コ
ンテナを使って開発やテスト環境の構築もおこなっていますが、ハー
ドウェアの調達など手間やコストをかけることなく、簡単な設定変
更により短時間で作業を開始できようになりました」（井上氏）。
　今後の展開について服部氏は次のように話します。「来年の 3 月
までに、残ったシステムの移行を行っていきます。また、今後のシ
ステム構築に関して標準構成や開発の仕方などの検討も進めてい
きます」。
　未来へ豊かな社会環境の創造に努める大成建設。同社の使命を
SPARC Enterprise はこれからもしっかりと支えてまいります。

されたのが「SPARC Enterprise」で
す。「サーバ統合、仮想化により、リ
ソースの有効活用やトータルコストの削
減を実現し、既存資産をスムーズに移
行する。そのためには、Solaris コン
テナによる仮想化、Solaris の互換性、
Solaris 8/9 Containers の活用がポイ
ントになりました。また、DB サーバで
は、レスポンスの向上や業務継続性の
観点から、高性能、高信頼性を重視し
ました」。DB サーバにおいては、高信
頼性と柔軟性を兼ね備えたハードウェ
アパーテイショニングも選定のポイント
となりました。

　Solaris の互換性により移行はスムーズに進みましたが、いくつ
か課題もありました。「帳票系ではバージョンアップに膨大な工数
が必要となり、短時間では対応が困難でした。また、将来的には、
新バージョンなどへ切り替えの必要なシステムや、バージョンアップ
が困難なソフトも移行時の課題となりました。これらについては、
Solaris 8/9 Containers の活用により、アプリケーションを変更す
ることなく、Solaris 10 上で動かすことができました。新しいインフ
ラのメリットを享受しながら、じっくりと検討していく時間のゆとり
がもてました」と、井上氏は Solaris 8/9 Containers の効果につ
いて言及します。
　新インフラは、段階的に導入され、2010 年 3 月の移行完了を
目指し順調に作業が進められています。DB サーバとして SPARC 
Enterprise M8000 のクラスタ構成、AP サーバとして SPARC 
Enterprise T5220、SPARC Enterprise M4000 を導入。また、
ストレージに ETERNUS を採用し SAN Boot により可用性、運用
管理性の向上も実現しています。
　「Solaris コンテナの設計では、ピーク時期が重なるものは同じマ
シンに搭載しないように、またすべてのマシンが平準化されるよう
に配慮しました。コンテナの設計、SAN Boot など、当社のさまざ
まなニーズに対し、富士通はしっかりと応えてくれました」（井上氏）。
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仮想 Solaris 環境上で開発環境の構築も迅速かつ容易に

導入効果と今後の展開

Solaris コンテナの活用によりリソースの有効活用を実現

導入のプロセス

企業概要

新基幹システム

待機系

バックアップサーバ

Solarisコンテナ

Solaris 8/9 Containers

ディスクアレイ
ETERNUS4000

ファイバチャネルスイッチ ETERNUS SN200

テープライブラリ
ETERNUS LT270

SPARC Enterprise M8000

SPARC Enterprise M4000

SPARC Enterprise
T5220

バッチサーバ
SPARC Enterprise M4000

DB2
Oracle Database 10g

DBサーバ 

スイッチ

ストレージ

Interstage Application Server
WebLogic

APサーバ 

クラスタ
(相互待機)

負
荷
分
散

負
荷
分
散

Solaris 10

仮想OS

調達

仮想OS

財務

仮想OS

営業
・・・

バックアップ

DB

・・・

Solaris 10

仮想OS

調達

仮想OS

財務

仮想OS

イントラ
・・・

Solaris 10

Solaris 8

帳票

Solaris 8

データ連携
・・・

(16CPU×2台)

調達・・

財務・・
・・・・

ハードウェアパーティション
【従来】

32台(69CPU)
154U、26.4kW

【新】
9台(12CPU)
22U、8.4kW

バッチサーバ
Boot Disk

サーバ 7
Boot Disk

サーバ 1
Boot Disk・・・

SAN Boot
（APサーバ）

■新基幹システム

大成建設株式会社
社長室　情報企画部
コンサルタント室
課長　井上 良悟 氏


